
2026 年 8/6 (木) ～ 2026 年 8/7 (金)

9 : 30 ～ 16 : 30

12 : 00 ～ 13 : 00

【会場】

宮崎：宮崎会場（MSC）

都城：都城会場（都城コアカレッジ）

宮・オン：宮崎会場・オンライン

サテライト：サテライト運営（富士通ラーニングメディア）

日時

コード 講義名

T 26 ITプロジェクトのシステム要件定義

＜1日目＞

1章　システム開発と要件定義

　システムの概念、要件定義の位置付けと重要性

2章　要求の抽出

　ステークホルダの特定、現状業務調査、開発方針の確認、調査技法の種類、インタビュー調査

3章　要求の分析

　制約条件・前提条件の確認、問題・課題・ニーズへのアプローチ、業務要求・機能要求・非機能要求、解決

目標の明確化、要求事項の優先順位付け

●グループ演習　要求インタビュー調査

4章　機能要件定義

　機能分析の手順、機能要件のモデリング、データ要件の整理、業務要件の整理

●グループ演習　要求分析と解決策検討

＜2日目＞

4章　機能要件定義（続き）

●グループ演習　業務要件・機能要件定義

5章　非機能要件定義

　非機能要件の構成要素、非機能要件整理

●グループ演習　非機能要件定義

6章　要件の確定

　効果分析、要件定義書作成、要件定義書の伝達と合意

●グループ演習　要件の確定

カリキュラム

会場 オン 時間

区分 15 レベル Lv2 価格（税込） 78,100¥             

講義の目的・趣旨

システム開発の多様化やサービス化の進展とともに、システムの価値は”開発から利用へ”

と移ってきています。そのため、上流工程であるシステム要件定義がますます重要視され

ています。本コースでは、顧客の要求を訊き出し、要求から機能要件・非機能要件を定義

し、顧客と合意する方法をケーススタディを用いた演習を通して習得します。

＜具体的な受講目標＞

・要求の調査方法の特徴を活かし、要求分析に活用できる

・現状業務／システムの調査ができる

・構造化分析に基づく機能要件定義ができる

・非機能要件を漏れなく具体的に定義できる

・システム要件として定義し顧客と合意することができる

時間 12 昼休み


